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辞
　
島
田
茂
先
生
は
平
成
三
十
一
年
三
月
を
も
っ
て
、
甲
南
大
学
を
定
年
で
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
三
日
に
兵
庫
県
で
お
生
れ
に
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
に
龍
谷
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
進
学
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
は
博
士
課
程
に
進
ま
れ
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
は
京
都
大
学
法
学
部
助
手
を
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
は
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
に
は
平
成
十
七
年
四
月
に
法
学
部
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
十
四
年
に
わ
た
っ
て
行
政
法
担
当
と
し
て
研
究
・
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
　
島
田
先
生
は
、
本
学
に
お
い
て
行
政
法
総
論
及
び
行
政
救
済
法
を
担
当
さ
れ
た
ほ
か
、
法
学
部
の
基
幹
科
目
の
一
つ
で
あ
る
公
法
入
門
で
分
か
り
や
す
い
授
業
を
実
践
す
る
た
め
、
公
法
担
当
の
教
員
に
対
し
て
学
習
指
導
の
在
り
方
に
関
す
る
会
議
の
開
催
を
呼
び
か
け
、
講
義
で
取
り
扱
う
こ
と
が
有
用
な
内
容
の
選
定
や
指
導
方
針
の
と
り
ま
と
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
平
成
二
十
一
年
に
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
、
現
在
も
公
法
入
門
の
講
義
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
甲
南
大
学
法
学
部
に
お
け
る
公
法
教
育
の
礎
を
築
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
先
生
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
一
年
間
法
学
部
法
学
科
主
任
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
二
年
間
法
学
部
長
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
一
年
間
再
び
法
学
部
長
と
し
て
、
学
部
の
管
理
運
営
に
全
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
自
己
点
検
・
評
価
個
別
副
委
員
長
、
研
究
倫
理
委
員
会
、
甲
南
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
の
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
穏
や
か
な
人
柄
と
業
務
に
対
す
る
献
身
的
な
姿
勢
に
よ
り
、
大
学
及
び
学
部
の
管
理
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
　
島
田
先
生
の
研
究
は
、『
警
察
法
の
理
論
と
法
治
主
義
』（
二
〇
一
七
年
、
信
山
社
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
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ま
ず
、
我
が
国
の
警
察
法
理
論
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
ド
イ
ツ
警
察
法
の
理
論
的
展
開
が
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
知
ら
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お
い
て
解
明
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
バ
イ
エ
ル
ン
警
察
法
の
理
論
的
展
開
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
こ
の
研
究
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
予
防
警
察
的
情
報
収
集
活
動
の
統
制
法
理
と
構
造
が
解
明
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
、
警
察
の
情
報
収
集
活
動
の
法
的
統
制
を
検
討
し
て
い
く
上
で
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ
て
来
た
我
が
国
に
お
け
る
警
察
法
理
論
に
つ
い
て
緻
密
な
整
理
が
行
わ
れ
た
上
で
、
民
主
主
義
的
理
念
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
警
察
法
理
論
に
対
す
る
批
判
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
警
察
法
理
論
の
再
構
築
に
向
け
て
必
要
と
な
る
理
論
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
島
田
先
生
の
研
究
は
、
我
が
国
に
お
け
る
警
察
法
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
こ
の
た
び
、
甲
南
大
学
法
学
会
は
、
島
田
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
と
学
恩
に
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、『
甲
南
法
学
』
の
本
号
を
記
念
号
と
し
て
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生
の
今
後
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 
甲
南
大
学
法
学
部
長　
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